
 東近江市における地域学校協働活動の取組                  

［取組状況］ ■地域学校協働本部  □地域未来塾  ■放課後子ども教室  ■土曜日の教育支援 

   

■目指す姿 

市内全小中学校に地域学校協働本部を設置し、幅広い地域住民の参画により、地域と学校が連携・協

働しながら、地域全体で子どもたちの心豊かな成長を支え、地域を創生する持続可能な活動を推進して

いく。 

 

■本年度の具体的活動 

・本部長及び地域学校協働活動推進員合同連絡会の開催（４月・１月） 

・「地域力強化プラン」運営委員会の開催（５月・９月・２月） 

・地域学校協働活動推進員連絡会の開催（６月・９月・１１月・３月） 

(1) 各本部における取組の報告、情報交換、質疑応答 

(2) 県研修会等の報告 

・県教育委員会主催研修会への参加 

 

■本年度の成果 

・地域学校協働活動推進員連絡会では、各本部の報告の他に、中学校区での情報交換の時間を設けた。 

・本部長と地域学校協働活動推進員との連携を深めるために合同連絡会を開催した。 

・コミュニティ・スクール導入推進のため、市内学校運営協議会委員連

絡会を開催した。連絡会には滋賀県 CS アドバイザー北島先生に御

臨席賜りコミュニティ・スクールについての研修を実施した。 

・放課後子ども教室では、長期休業期間を中心に 12教室実施した。 

・各校のボランティア会議等で活用できるよう、各本部の活動をまと

めた東近江市地域学校協働本部実践事例リーフレットを作成した。 

 

■課題と今後の連携・協働活動の推進に向けて 

・各地域の特色をいかして、持続可能な活動を支援し推進していく。 

・地域学校協働活動推進員、地域ボランティア等の人材確保が必要である。 

・学校と地域学校協働活動推進員との連携体制を支援していく。 

・各地域、各校の状況に応じた形でコミュニティ・スクールの導入を推進していく。 

 

■地域学校協働活動推進員の委嘱状況 

・平成 30年度から教育委員会委嘱で市内全小中学校に配置（令和６年度 30名） 

 

■域内の公立学校園の学校運営協議会の導入状況および計画 

・令和６年度 市内小学校５校、中学校１校で実施 

 

【地域学校協働活動推進員委嘱式】 

【合同連絡会における 

  中学校区ごとの情報交換】 
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